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計画の期間

令和�年 �年後
令和�年

��年後
令和��年

計画期間��年

計画期間�年

県政全般の総合的・基本的な指針となる
県の最上位の行政計画

道路施策の方向性を示す計画

島根の『つなぐ道プラン����』島根の『つなぐ道プラン����』
計画期間��年

策定趣旨1
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［テーマ１］  県土の活力向上と経済発展につながる高速道づくり

施策�-�　高速道路ネットワークの早期整備
施策�-�　安全・快適に走行できる高速道路の整備

9 p

［テーマ２］  地域の魅力・活力を高める道づくり

施策�-�　高速道路と一体となり県土を支える骨格幹線道路ネットワークの整備
施策�-�　住みよく、魅力あふれる地域づくりを支援する道路の整備

1 3 p

［テーマ３］  災害に強く、安心な地域を支える道づくり

施策�-�　落石や斜面崩壊に対する道路防災対策の推進
施策�-�　災害時に人・物資の輸送を安全に行うための道路防災対策の推進

1 7 p

［テーマ４］  地域を支えるインフラを未来につなぐ道づくり

施策�-�　インフラ老朽化対策の推進
施策�-�　道路の日常的な維持管理の充実と効率化
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［テーマ５］  歩行者・自転車等の安全性を高める道づくり

施策�-�　交通安全対策の推進

2 1 p

4 道づくりのテーマと施策

1 はじめに
�.  策定趣旨

�. 計画の位置づけ

�. これまでの道路整備の効果 

2 p

2 p

3 p

5 道づくりへの取り組み姿勢
�.  創意工夫により、効果的な道づくりを進めます
�. よりオープンな道路行政を進めます
�. 道づくりに携わる人づくりを進めます
�. 新たな技術の利活用に取り組みます

2 3 p

2 島根県の現状と特性 5 p

3 これからのしまねの道づくり 7 p

参 考 資 料  島 根 の 『 つ な ぐ 道 プ ラ ン � � � � 』 策 定 の 経 緯 3 0 p

道 路 に 関 す る 相 談 窓 口 ・ 道 路 に 関 す る 情 報 2 9 p

計画の位置づけ2
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　島根県では、『人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根』を概ね��年後の目指す将来像に描き、その
将来像の実現に向けた今後５か年の目標や施策の基本的方向を示す県政全般の行政計画である「島根
創生計画」を令和�年�月に策定しました。
　島根の『つなぐ道プラン����』は、この将来像の実現に向け、今後��年間における道路施策の方向性を
示す計画として位置づけるものです。

　島根県では、道づくりの目指すべき方向性を明確にするため、平成��年�月に「しまねの新たな道づくり
ビジョン」を策定し、これまで、重点的・効率的・効果的な道路整備を進めており、その成果は着実に現れて
います。
　しかし、高速道路をはじめ県内の道路整備は未だ十分とは言えない状況であり、また、道路予算の
大幅な削減、人口減少・少子高齢化、道路施設の老朽化、頻発化・激甚化する自然災害への対応、新技術
の活用など、道路を取り巻く社会情勢も大きく変化し、新たな課題への対応も必要となっています。
　このような状況を踏まえ、このたび、今後の道路事業の進め方を示した「島根の『つなぐ道プラン����』」
を策定することとしました。
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貨物輸送量の輸送機関別構成比自動車保有台数と普及率

島根県の道路予算の推移

道路関係四公団の民営化 リーマンショック

東日本大震災の発生

笹子トンネル事故

平成30年7月豪雨地財ショック

都道府県間流動
旅客輸送機関別構成比通勤・通学時の交通分担率

順位 県　名 土石流
危険渓流

急傾斜地
崩壊危険箇所

地すべり
危険箇所 合　計

� 広島県 �,��� ��,��� �� ��,���
� 島根県 �,��� ��,��� ��� ��,���
� 山口県 �,��� ��,��� ��� ��,���

全　国 ���,��� ���,��� ��,��� ���,���

市町村別製造品出荷額（H��）製造品出荷額の産業分類別構成比（H��）

道路予算は��年で半減

県東部�市の
出荷額が高い

山間部まで
広く人口が分布

施設の集約化が進み
活動範囲が拡大

東西に長い
県土構造

土砂災害の
危険性が高い

人口は
減少傾向

観光入込客数の
東西格差が大きい

出典︓島根県推計人口月報

出典︓国勢調査

出典︓工業統計調査 ※R元年度までは２月補正後の予算、R2年度は当初の予算

出典︓島根県人口ビジョン、島根創生計画
（2018年以降の推計値は島根創生計画の目標）

出典︓島根県観光動態調査

出典︓国勢調査 出典︓全国幹線旅客純流動調査 出典︓貨物地域流動調査

道路特定財源の一般財源化

県内市町村の人口規模 土砂災害危険箇所数

島根県の人口推移と将来目標

島根県の人口分布 施設の集約化が進む集落のイメージ図

県内の主要観光地 県内観光入込客数の推移（地域別） 観光入込客数上位��地点
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(千台)

出典︓（一財）自動車検査登録情報協会、国勢調査

物流・人流とも
自動車に大きく依存

出雲大社
日御碕

島根ワイナリー

美保関松江城山
公園

足立
美術館

玉造
温泉

太皷谷稲成神社

三瓶山石見
海浜公園

高速道路供用区間

観光入込客数
上位10地点

観　光　東部に国宝松江城・出雲大社、西部に世界遺産石見銀山、隠岐にはユネスコ世界ジオパークなど県内各地に魅力ある
観光地を有しています。
　平成��年の出雲大社「平成の大遷宮」を契機に、観光入込客数は大きく増加しましたが、その後は伸び悩んでいます。
　また、県東部は県西部と比べ主要な観光地が多く、交通網が発達していることから東西で格差が生じています。

　道路予算は平成��年度をピークに約半減した後、横ばい傾向で推移しており、厳しい状況が続いています。
　限られた予算での事業展開が継続する状況下において、選択と集中の徹底を図り、ストック効果の高い事業や老朽化する
既存施設の長寿命化、災害から命を守る落石対策などの防災事業を進めています。

　本県の製造品出荷額は約�兆�,���億円であり、全国平均や中国�県平均と比べ、電子部品や鉄鋼品、情報通信機械器具が
占める割合が高くなっています。
　地域別では、高速道路の整備が進んでいる県東部の４市（松江市、出雲市、安来市、雲南市）で全体の約�割を占めています。

　東西に約���kmと細長く、県土の約�割を山地が占め、急峻な地形や広い範囲で風化花崗岩が露出する等地質も悪く、
土石流や地滑り、がけ崩れが発生しやすい県土構造です。
　沿岸部の７市に人口の約�割が集中しており、山間部や離島には、比較的人口規模の小さい市町村が存在しています。
　また、県内の人口は昭和��年の��万人をピークに減少しており、今後も人口は減少していく傾向にあります。

　中山間地域が県土面積の約�割を占め、県民の約半数が生活しています。
　小規模な集落が県下全域に渡って点在していますが、過疎化の進行により、暮らしに必要不可欠である学校、商店、医療
機関、金融機関等の閉鎖や統合化が進んでおり、日常生活を維持するための活動範囲が拡大傾向にあります。
　これらの地域の医療は、医師不足や開業医の高齢化・後継者不足が深刻な状況にあり、都市部の医療機関から医師を
派遣して地域医療を支えています。

　鉄道網の未発達や廃線により、日常生活における交通手段は自動車に大きく依存しています。
　物流や観光においても、海運、鉄道、航空と比べ、自動車の占める割合が高い水準です。

生　　活

観　　光

交　　通

予　　算産業・物流

県土構造・人口

島根県の現状と特性
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　『地域』をつなぎ、『ひと』をつなぎ、『いのち』をつなぎ、未来につなぐしまねの道づくりを基本理念
に掲げ、「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根」の土台を築きます。

　これからのしまねの道づくりにおいては、より選択と集中を徹底し、効果的で効率性の高い
事業の実施を図っていきます。

基本的な姿勢基 本 理 念

『 地域 』を

つなぐ

『 ひと 』を

つなぐ

『 いのち 』を

つなぐ

　島根県は東西に長く、離島を有することから、多様な自然や歴史、文化が存在します。それらを
大切に守り育て、その魅力を県内外に伝えていく必要があります。
　島根の発展には、産業や観光等による地域の魅力向上、活性化が不可欠であり、そのために
は、集落・市町村・生活圏中心都市といった県内の地域間や、他の都道府県間で連携し、つながり
を強めることが重要です。
　このため、都市部においては、周辺部を含め、地域の中核として発展し、県政発展の牽引役と
なることが必要であり、人口減少がいち早く進み生活範囲が拡大傾向にある中山間地域や離島
では、日常生活に必要な機能・サービスを維持することが必要です。

　若者の進学・就職による転出が転入を上回っていることが、島根県の人口流出の主な原因とな
っていることから、人口減少に打ち勝つためには、若者に島根に「残ってもらう」、「戻ってもらう」、
「移ってもらう」といった新しい人の流れをつくる必要があります。
　このため、島根の「魅力」や「暮らし」の強みを生かし、国内外からの観光客誘客を進め、多くの
人や企業を島根に呼び込み、受け入れながら、産業や観光振興、移住・定住など島根の発展に
つなげていく取り組みが必要です。
　また、人口減少や核家族化、生活スタイルの変化などにより地域のつながりが希薄化する中、
持続可能な地域づくりに向け、地域に関わる様々な人が支え合う社会を実現することが求めら
れており、島根に住み続けたい人や住んでみたい人、行ってみたい人など、様々な形で島根に
関わる人を増やすことが重要です。

　私たちの暮らしには、いつ起きるかわからない災害や事故など、様々な危険が潜んでいます。
とりわけ近年は災害が頻発化・激甚化する中、災害や日常生活における事故から県民の命を
守り、安全で安心して生活できる環境をつくる必要があります。
　また、県民が生涯にわたり生き生きと健康で暮らすために、県内のどこにおいても安心して
医療や介護が受けられることも重要です。

優先度や整備期間を考慮しながら、
整備箇所の選択と予算の集中を徹底し、

早期に効果を発揮させます。

急速に進行する老朽化への対策や、
相次ぐ自然災害から命を守る防災・安全対策への

投資割合を高めます。

既存の施設を有効活用し、
最小限の投資で最大の効果を生み出します。

基本的な姿勢

　本県の目指す将来像の実現に向け、基本理念のもとに５つのテーマ・９つの施策に
取り組んでいきます。

取り組みテーマ

施策 �-�. 高速道路ネットワークの早期整備
施策 �-�. 安全・快適に走行できる高速道路の整備

テーマ 1 9p県土の活力向上と経済発展につながる高速道づくり

テーマ 2
施策 �-�. 高速道路と一体となり県土を支える骨格幹線道路ネットワークの整備
施策 �-�. 住みよく、魅力あふれる地域づくりを支援する道路の整備

13p地域の魅力・活力を高める道づくり

テーマ 3
施策 �-�. 落石や斜面崩壊に対する道路防災対策の推進
施策 �-�. 災害時に人・物資の輸送を安全に行うための道路防災対策の推進

17p災害に強く、安心な地域を支える道づくり

テーマ 4
施策 �-�. インフラ老朽化対策の推進
施策 �-�. 道路の日常的な維持管理の充実と効率化

19p地域を支えるインフラを未来につなぐ道づくり

テーマ 5
施策 �-�. 交通安全対策の推進

21p歩行者・自転車等の安全性を高める道づくり

　『地域』をつなぎ、『ひと』をつなぎ、『いのち』をつなぎ、未来につなぐしまねの道づくりを基本理念
に掲げ、「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根」の土台を築きます。

　本県の目指す将来像の実現に向け、基本理念のもとに５つのテーマ・９つの施策に
取り組んでいきます。

取り組み方針基 本 理 念

『 地域 』を

つなぐ

『 ひと 』を

つなぐ

『 いのち 』を

つなぐ

施策 �-�. 高速道路ネットワークの早期整備
施策 �-�. 安全・快適に走行できる高速道路の整備

テーマ 1 9p県土の活力向上と経済発展につながる高速道づくり

テーマ 2
施策 �-�. 高速道路と一体となり県土を支える骨格幹線道路ネットワークの整備
施策 �-�. 住みよく、魅力あふれる地域づくりを支援する道路の整備

13p地域の魅力・活力を高める道づくり

テーマ 3
施策 �-�. 落石や斜面崩壊に対する道路防災対策の推進
施策 �-�. 災害時に人・物資の輸送を安全に行うための道路防災対策の推進

17p災害に強く、安心な地域を支える道づくり

テーマ 4
施策 �-�. インフラ老朽化対策の推進
施策 �-�. 道路の日常的な維持管理の充実と効率化

19p地域を支えるインフラを未来につなぐ道づくり

テーマ 5
施策 �-�. 交通安全対策の推進

21p歩行者・自転車等の安全性を高める道づくり

　本計画を推進するにあたっては、次の３つの視点に立ち、限られた財源の中でより効果的で
効率性の高い事業の実施に努めていきます。

これからの道路行政の３つの視点

優先度や整備期間を考慮しながら、
整備箇所の選択と予算の集中を徹底し、

早期に効果を発揮させます。

急速に進行する老朽化への対策や、
相次ぐ自然災害から命を守る防災・安全対策への

投資割合を高めます。

既存の施設を有効活用し、
最小限の投資で最大の効果を生み出します。

３つの視点

　島根県は東西に長く、離島を有することから、多様な自然や歴史、文化が存在します。それらを
大切に守り育て、その魅力を県内外に伝えていく必要があります。
　島根の発展には、産業や観光等による地域の魅力向上、活性化が不可欠であり、そのために
は、集落・市町村・生活圏中心都市といった県内の地域間や、他の都道府県間で連携し、つながり
を強めることが重要です。
　このため、都市部においては、周辺部を含め、地域の中核として発展し、県政発展の牽引役と
なることが必要であり、人口減少がいち早く進み生活範囲が拡大傾向にある中山間地域や離島
では、日常生活に必要な機能・サービスを維持することが必要です。

　若者の進学・就職による転出が転入を上回っていることが、島根県の人口流出の主な原因とな
っていることから、人口減少に打ち勝つためには、若者に島根に「残ってもらう」、「戻ってもらう」、
「移ってもらう」といった新しい人の流れをつくる必要があります。
　このため、島根の「魅力」や「暮らし」の強みを生かし、国内外からの観光客誘客を進め、多くの
人や企業を島根に呼び込み、受け入れながら、産業や観光振興、移住・定住など島根の発展に
つなげていく取り組みが必要です。
　また、人口減少や核家族化、生活スタイルの変化などにより地域のつながりが希薄化する中、
持続可能な地域づくりに向け、地域に関わる様々な人が支え合う社会を実現することが求めら
れており、島根に住み続けたい人や住んでみたい人、行ってみたい人など、様々な形で島根に
関わる人を増やすことが重要です。

　私たちの暮らしには、いつ起きるかわからない災害や事故など、様々な危険が潜んでいます。
とりわけ近年は災害が頻発化・激甚化する中、災害や日常生活における事故から県民の命を
守り、安全で安心して生活できる環境をつくる必要があります。
　また、県民が生涯にわたり生き生きと健康で暮らすために、県内のどこにおいても安心して
医療や介護が受けられることも重要です。

3

『地域』をつなぎ、『ひと』をつなぎ、『いのち』をつなぎ、
未来につなぐしまねの道づくり

　『地域』をつなぎ、『ひと』をつなぎ、『いのち』をつなぎ、未来につなぐしまねの道づくりを基本理念
に掲げ、「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根」の土台を築きます。

　これからの道づくりにおいては、３つの観点を念頭に置いて進めていきます。

道づくりの観点基 本 理 念

『 地域 』を

つなぐ

『 ひと 』を

つなぐ

『 いのち 』を

つなぐ

　島根県は東西に長く、離島を有することから、多様な自然や歴史、文化が存在します。それらを
大切に守り育て、その魅力を県内外に伝えていく必要があります。
　島根の発展には、産業や観光等による地域の魅力向上、活性化が不可欠であり、そのために
は、集落・市町村・生活圏中心都市といった県内の地域間や、他の都道府県間で連携し、つながり
を強めることが重要です。
　このため、都市部においては、周辺部を含め、地域の中核として発展し、県政発展の牽引役と
なることが必要であり、人口減少がいち早く進み生活範囲が拡大傾向にある中山間地域や離島
では、日常生活に必要な機能・サービスを維持することが必要です。

　若者の進学・就職による転出が転入を上回っていることが、島根県の人口流出の主な原因とな
っていることから、人口減少に打ち勝つためには、若者に島根に「残ってもらう」、「戻ってもらう」、
「移ってもらう」といった新しい人の流れをつくる必要があります。
　このため、島根の「魅力」や「暮らし」の強みを生かし、国内外からの観光客誘客を進め、多くの
人や企業を島根に呼び込み、受け入れながら、産業や観光振興、移住・定住など島根の発展に
つなげていく取り組みが必要です。
　また、人口減少や核家族化、生活スタイルの変化などにより地域のつながりが希薄化する中、
持続可能な地域づくりに向け、地域に関わる様々な人が支え合う社会を実現することが求めら
れており、島根に住み続けたい人や住んでみたい人、行ってみたい人など、様々な形で島根に
関わる人を増やすことが重要です。

　私たちの暮らしには、いつ起きるかわからない災害や事故など、様々な危険が潜んでいます。
とりわけ近年は災害が頻発化・激甚化する中、災害や日常生活における事故から県民の命を
守り、安全で安心して生活できる環境をつくる必要があります。
　また、県民が生涯にわたり生き生きと健康で暮らすために、県内のどこにおいても安心して
医療や介護が受けられることも重要です。

　本県の目指す将来像の実現に向け、基本理念や３つの観点のもと、５つのテーマ・９つの施策
に取り組んでいきます。

取り組みテーマ

優先度や整備期間を考慮しながら、
整備箇所の選択と予算の集中を徹底し、

早期に効果を発揮させます。

急速に進行する老朽化への対策や、
相次ぐ自然災害から命を守る防災・安全対策への

投資割合を高めます。

既存の施設を有効活用し、
最小限の投資で最大の効果を生み出します。

施策 �-�. 高速道路ネットワークの早期整備
施策 �-�. 安全・快適に走行できる高速道路の整備

テーマ 1 9p県土の活力向上と経済発展につながる高速道づくり

テーマ 2
施策 �-�. 高速道路と一体となり県土を支える骨格幹線道路ネットワークの整備
施策 �-�. 住みよく、魅力あふれる地域づくりを支援する道路の整備

13p地域の魅力・活力を高める道づくり

テーマ 3
施策 �-�. 落石や斜面崩壊に対する道路防災対策の推進
施策 �-�. 災害時に人・物資の輸送を安全に行うための道路防災対策の推進

17p災害に強く、安心な地域を支える道づくり

テーマ 4
施策 �-�. インフラ老朽化対策の推進
施策 �-�. 道路の日常的な維持管理の充実と効率化

19p地域を支えるインフラを未来につなぐ道づくり

テーマ 5
施策 �-�. 交通安全対策の推進

21p歩行者・自転車等の安全性を高める道づくり

こ れ か ら の し ま ね の 道 づ く り
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���

���

���

�

���

�,���

�,���

�,���

�,���

�,���

H��H�� H�� H�� H�� H�� H�� H�� H�� H�� H��

高
速
道
路
沿
線※

の
新
規
雇
用
者
数
︵
人
︶

新規雇用者数（右軸）
企業数（左軸） H��開通 多伎・朝山道路

H��開通 朝山・大田道路

H��開通 浜田・三隅道路（西村~石見三隅）

H��開通 仁摩・温泉津道路（湯里～石見福光）

H��開通 
仁摩・温泉津道路（全線）
浜田・三隅道路（原井～西村）

H��開通 
松江道（三次東～吉田掛合）

H��開通 
松江道（吉田掛合～三刀屋木次）

H��開通 
益田道路（遠田～久城）

H��開通 
山陰道

（斐川～出雲）

松 

江 

駅

広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー

�時間��分
【開通前】国道��号経由

�時間��分
【開通後】松江道経由

��分短縮!!

出 

雲 

市 

駅

広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー

�時間��分
【開通前】国道��号経由

�時間��分
【開通後】松江道経由

��分短縮!!

��便

松江広島線 出雲広島線

��便

��便 ��便
��
��

��

�
�
��

開通後開通前

松
江
市

尾
道
市

�時間��分
【開通後】松江道・尾道道経由

【開通前】国道��号～国道���号経由

�時間��分 ��分短縮!!

供用中 未供用
� �� ��� ��� ��� ��� ���

(H��.�.�)

うち西部

うち東部

山陰道

高速道路 ���km

���km ��km

��km

��km �km

��km ��km

�

��

���

※全面通行止め（片側交互通行除く）　　

約���時間

約��時間

約�.�倍

高速道路
�車線以上

高速道路
暫定�車線

約�倍

�.��
�.�

�.�

�.�

高速道路
�車線以上

高速道路
暫定�車線

�.��

※高速道路︓H25-28高速自動車国道（有料）

(件／億台キロ)※

浜田道
浜田道
浜田道

中国道中国道中国道

山陽道山陽道山陽道

山陰
道

山陰
道

山陰
道

広
島
道
広
島
道
広
島
道

尾道市尾道市

松江市松江市

松
江
道

尾
道
道

松
江
道

尾
道
道

松江城 由志園

足立美術館

出雲大社

石見銀山

松江城 由志園

足立美術館

出雲大社

石見銀山

約���ｋｍ約�時間��分

約���ｋｍ

約�時間��分

凡　 　 　 　 　 　 例

高速道路供用区間

高速道路未供用区間

宝塚市宝塚市

高松市高松市

松江市松江市

津和野町津和野町

山 陰 道
山 陰 道 約

���ｋ
ｍ

約
�時

間
��分

約
���ｋ

ｍ

約
�時

間
��分

約���ｋｍ約�時間��分

約���ｋｍ

約�時間��分

時間がかかりすぎる
県内の東西移動

山陰道の県内供用率は��％

迂回した大型トラックによる渋滞

・「平成��年�月豪雨」では、中国道や山陽道が、通行止めとなり、
大型トラックは山陰道を迂回

・山陰道は未だ途切れ途切れのため、山陰道、国道�号で大規模
な渋滞が発生

暫定２車線は死亡事故率が高い

大型トラックの立ち往生により渋滞が発生
豪雪時には通行止めによる除雪が必要で、
作業が長期化

山陰道の大型車断面交通量の比較

県内の高速道路の供用率

松江市からの移動時間・距離の比較（R１年時点）

移動にかかる所要時間が短縮
バスの運行便数も増加

山陰道の整備により国道�号の通行止め時の
代替路が確保され道路の信頼性が向上

・国道�号では過去��年間（H��-H��）で全面通行止となった回数
は��回、累計規制時間は�,���時間

・大幅な迂回を強いられ、生活や物流活動に支障をきたしました

出典︓国土交通省出典︓国土交通省

出典︓国土交通省出典︓国土交通省

出典︓国土交通省

約�,���台/日 約�,���台/日
H��.�月平均 H��.�月�日

�倍に増加�倍に増加

死亡事故率

松江広島間・出雲広島間の高速バスの所要時間

区間あたりの年間通行止め時間（H��）　 車線数による災害時の交通規制

低速車両による速度低下のイメージ

益
田
市萩

市
下
関
市

浜
田
市

出
雲
市

松
江
市

鳥
取
市

益
田
市萩

市
下
関
市

浜
田
市

出
雲
市

松
江
市

鳥
取
市

山陰道

中国道

山陽道 凡　例
＜高速道路＞

供用区間
通行止め区間
事業中区間
未事業化区間

● 公共交通の利便性が向上

● 平成��年�月豪雨時の高速道路の通行止め状況

高速道路沿線の立地企業数と新規雇用者数※の推移

● 立地企業や雇用が拡大

● 代替路が確保され、道路の信頼性が向上

高速バスの運行便数

高速道路開通とともに
立地企業・新規雇用者数が増加

※最寄のIC等から概ね10km以内の地域の進出・増設企業
資料︓島根県企業立地課（立地計画認定企業の集計値）

出雲
多伎 IC
出雲
多伎 IC

大田市大田市

出雲市出雲市

大田市大田市

大田市大田市

４車線以上と比べて
時間的信頼性が低い

４車線以上と比べて全面通行止めになりやすい

● 広域交流や観光振興を支援

高速道路の開通により
日帰り圏が拡大

低速車両の追越ができず速度が低下

松江市

尾道市
平成��年から姉妹都市
提携を締結し交流

広域交流を促進
朝山・大田道路 多伎・朝山道路

H��.�.�� 開通 H��.�.�� 開通
朝山・大田道路 多伎・朝山道路

H��.�.�� 開通 H��.�.�� 開通

大田朝山 IC大田朝山 IC
大田中央・
三瓶山 IC
大田中央・
三瓶山 IC

災害時の代替路に課題

死亡事故率が高く
暫定２車線では
安全性が不十分

※日帰り圏：片道概ね�時間以内で到達できる範囲

松江道・尾道道開通による移動時間

被災の際の通行止めリスクが低い

事故や災害時には全面通行止めが必要

■暫定�車線の場合

■�車線の場合

※資料︓一畑バス
　開通前︓平成24年7月1日改正ダイヤ　開通後︓令和元年6月1日改正ダイヤ

○ これまでの道路整備により、一定の効果が現れています

○ しかし、県内の高速道路は十分ではありません、山陰道の早期開通が急務です

○ 暫定２車線区間には、様々な課題があります

テーマ 1

道 づ く り の テ ー マ と 施 策

現 状 と 課 題

人やモノの流れが拡大し、活力ある産業活動が展開され活性化する地域を目指します

県土の活力向上と経済発展につながる高速道づくり

県内産業の競争力強化や交流人口の拡大を支援する道づくりを進めます

テーマ　 1
県土の活力向上と経済発展につながる高速道づくり
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4
令和�年度開通見込み
出雲・湖陵道路�.�km
湖陵・多伎道路�.�km

令和�年度開通見込み
大田・静間道路�.�km
静間・仁摩道路�.�km

令和７年度開通見込み
三隅・益田道路��.�km

山陰道（県内）の整備状況

開通済区間
事業中区間

合計

未事業化区間
（調査区間）

凡例 延長 比率
���.�km ��%
��.�km ��%

�%約�km

約���km

計画段階評価完了

計画段階評価手続中

安
来

東
出
雲

松
江
玉
造

宍
道斐

川出
雲出

雲
多
伎

大
田
朝
山

大
田
中
央
・
三
瓶
山

︵
静
間
︶

仁
摩
・
石
見
銀
山

湯
里温泉

津︵
浅
利
︶

江
津江

津
西

浜
田
東浜

田

原
井浜

田
港

西
村石

見
三
隅

︵
岡
見
︶

︵
鎌
手
︶

遠
田

久
城高津

萩
・
石
見
空
港

須
子

︵
戸
田
︶

石
見
福
光

︵
湖
陵
︶

金城PA
旭

瑞穂

雲南吉田
吉田掛合

安
来

東
出
雲

松
江
玉
造

宍
道斐

川出
雲出

雲
多
伎

大
田
朝
山

大
田
中
央
・
三
瓶
山

︵
静
間
︶

仁
摩
・
石
見
銀
山

湯
里温泉

津︵
浅
利
︶

︵
青
波
︶

︵
青
波
︶

江
津江

津
西

浜
田
東浜

田

原
井浜

田
港

西
村石

見
三
隅

︵
岡
見
︶

︵
鎌
手
︶

遠
田

久
城高津

萩
・
石
見
空
港

須
子

︵
戸
田
︶
︵
白
上
︶

︵
白
上
︶

石
見
福
光

︵
湖
陵
︶

金城PA
旭

瑞穂

雲南吉田

三刀屋木次三刀屋木次
（加茂BS）（加茂BS）

吉田掛合

出雲縁結び空港出雲縁結び空港

浜田港

三隅港

浜田港

三隅港

萩・石見空港萩・石見空港

隠岐世界
ジオパーク空港
隠岐世界

ジオパーク空港

西郷港西郷港

山陰道

浜
田
道

松
江
道

松
江
道

六日市
※ICの（　）は仮称

美保関
松江城

玉造温泉

足立美術館

出雲大社
日御碕

石見銀山

太鼓谷稲成神社

美保関
松江城

玉造温泉

斐伊川堤防斐伊川堤防
足立美術館

出雲大社
日御碕

石見銀山
仁摩サンドミュージアム

カヌーの里おおちカヌーの里おおち

琴引フォレストパーク

三瓶山三瓶山

湯谷温泉湯谷温泉

道の駅「おろちループ」道の駅「おろちループ」

鬼の舌古鬼の舌震

石見海浜公園
しまね海洋館アクアス

有福温泉有福温泉

島根県芸術文化センター
 グラントワ
島根県芸術文化センター
 グラントワ

太鼓谷稲成神社

宮ヶ島衣毘須神社 広浜鉄道今福線道の駅
「ゆうひパーク三隅」

道の駅
「ゆうひパーク三隅」

むいかいち温泉むいかいち温泉

隠岐神社隠岐神社
玉若酢命神社玉若酢命神社

国賀海岸国賀海岸

知夫赤壁知夫赤壁

琴引フォレストパーク

仁摩サンドミュージアム

宮ヶ島衣毘須神社（益田市） 広浜鉄道今福線（浜田市） 道の駅「キララ多伎」（出雲市）

仁摩サンドミュージアム（大田市）

道の駅「ゆうひパーク三隅」（浜田市）

太皷谷稲成神社（津和野町） 石見銀山・大森の町並み（大田市） 三瓶山（大田市）

道の駅「キララ多伎」道の駅「キララ多伎」

広浜鉄道今福線

山陰道全線開通による移動時間

東西移動時間が大幅に短縮
　高度・専門医療機関への
　搬送が迅速に

物流の効率化により
産業が活発化

災害時の輸送路
機能を確保

広域周遊観光が可能

医療連携体制を支援

湖陵・多伎道路

大田・静間道路三隅・益田道路

益
田
市

松
江
市

�時間��分
【山陰道全線開通】

【現況】

�時間��分 ��分短縮!!

※令和2年4月1日現在

安全・快適・円滑な通行が可能
正面衝突事故を防止し

安全性が向上

山陰道多伎・朝山道路に設置された
ワイヤロープ

既に４車線化されている
国道９号松江道路

４車線化優先整備区間（有料区間）
　『高速道路における安全・安心基本計画』
　（R�.�.�� 国土交通省道路局）
　➀山陰道　安来道路
　➁山陰道　松江玉造IC～宍道JCT
　➂松江自動車道　三刀屋木次IC～宍道JCT
　➃山陰道　江津道路　江津IC～江津西IC
　➄浜田自動車道　瑞穂IC～金城PAスマートIC

● 整備により期待される効果

施策 １-１

● 山陰道の未供用区間の整備

● 暫定２車線区間の４車線化 ● 暫定２車線区間のワイヤロープ設置

○ 目指す��年後の姿
 指標名  現　状（R１） 目　標（R６）  目　標（R��）

 

高速道路ネットワークの早期整備

道 づ く り の テ ー マ と 施 策

・山陰道の早期全線開通に向け、国に強く働きかけるとともに、積極的に国に協力し、円滑な整備促進を図ります

施策 １-２ 安全・快適に走行できる高速道路の整備
・「高速道路における安全・安心基本計画」に位置付けられた優先整備区間の４車線化など、安全性、信頼性向上の
  ための効果的な対策が早期に推進されるよう、国等に強く働きかけます

 山陰道の供用率

テーマ　 1
県土の活力向上と経済発展につながる高速道づくり
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 ��% ��%��% ※�

※�

※1　年度当初の実績値
※2　目標（R11）時点において未供用と想定している区間（浅利～江津、久城～高津、須子～県境）
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中
海

宍
道
湖 津田 IC津田 IC

西尾 IC西尾 IC

川津 IC川津 IC

松
江
だ
ん
だ
ん
道
路

島根大学島根大学

松江駅松江駅

松江市役所松江市役所

21

松
江
だ
ん
だ
ん
道
路

260

山陰道山陰道

ソフトビジネスパークソフトビジネスパークソフトビジネスパークソフトビジネスパーク

縁
結
び
大
橋

松江 JCT松江 JCT

来島湖来島湖

区間全体の旅行速度概ね ��km を目標に
待避所設置や局部的な改良を実施

道の駅 頓原道の駅 頓原

飯南町飯南町

川本町

雲南市

美郷町 至三次市

至松江市

川本町

雲南市

美郷町 至三次市

至松江市
��

来島湖来島湖

���

���

■同じ費用で全線 � 車線改良する場合

■�.� 車線的改良
整備の模式図

改良区間 未改良区間

少ない費用で
早期に効果を発揮

来
島
工
区

一車線改良
突角せん除
待避所設置
現 道 利 用

待避所設置

突角せん除

飯南町

美郷町

H��H�� H��H�� H��H�� H��H��H��H�� H��H�� H��H�� H��H��H��H�� H��H�� H��H�� H��H��H��H�� H��H��H��H�� H��H�� H��H�� H��H��

��������2222
��������������������

11111010������������

����

��

全線開通

工事着手

�

��
��

��
��
��

（件）

�

�,���
�,���
�,���
�,���
�,���

�,���

H��H��H��H� H��

（人） （％）
��
��
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増 加

そのうち町外へ従業通学する人の割合
美郷町内における従業通学者の総数

減 少

H��開通
湯抱バイパス

H��開通 作木大和道路

H��開通 邑智バイパス
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縄
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（改良率）

��.�%

全国��.�%
中国五県��.�%

７

邑南町役場邑南町役場

邑智病院邑智病院

瑞穂 IC瑞穂 IC

邑南町邑南町

矢上地域
（町中心地）

矢上地域
（町中心地）

口羽バス停口羽バス停矢上バス停矢上バス停

矢上高校矢上高校

おおなんバス口羽矢上線おおなんバス口羽矢上線

走行距離 L=��.�km
所要時間約 �� 分

走行距離 L=��.�km
所要時間約 �� 分

走行距離 L=��.�km
所要時間約 �� 分

走行距離 L=��.�km
所要時間約 �� 分

羽須美地域羽須美地域

矢上地域
（町中心地）

矢上地域
（町中心地）

羽須美地域羽須美地域

消防署
（羽須美出張所）

消防署
（羽須美出張所）

浜田道浜田道

雪田工区

広島県広島県

広島県広島県

浜田道
浜田道
浜田道

松
江
道

松
江
道

松
江
道

大田市

三次市

美郷町

大田市

三次市

美郷町

作木大和道路

邑智バイパス
湯抱バイパス

● 地域高規格道路の整備（松江だんだん道路/松江市）

● 生活関連道路の整備（（主）浜田作木線/邑南町）

● 幹線道路の整備（国道���号/美郷町）

● �.�車線的改良整備（国道���号/飯南町） ● 通行に支障のある道路の例

（主）玉湯吾妻山線（雲南市） 国道���号（益田市） 国道���号（松江市）

国県道の改良率は全国��位

出典︓企業立地課出典︓企業立地課

出典︓国勢調査出典︓国勢調査

従業通学人数の推移（美郷町）

ソフトビジネスパークの企業立地件数の推移

沿線の人口推移

渋滞がひどい

標識がないから
曲がるところがわからない

高速道路を降りてから
観光地までの道が悪いな

もっと早く駅まで
行けたらいいのに

安全に歩ける通学路
だったらいいのに

道が細くて
すれ違いが怖い

高速道路ができても
お客さん来ないよ

冬は凍結するから
危なくて外出できない

狭くて
見通しも悪くて
通りづらいなぁ

雪が降ると
除雪車が邪魔で
通りづらいよ

住宅街の細い道に
車が入ってきて怖いよ

通勤・通学圏域が
拡大

沿線人口が増加

人口減少抑制に一助

企業立地件数が増加

交通難所の解消により、定期路線バスが
新たに運行開始

迅速な救急搬送が可能に
通勤・通学や通院の利便性も向上

整備前

整備後

国都道府県道の改良率（H��.�.�）

H��
�.��

H��
沿線地域
�.��
H��

松江市全体
�.��

H��
��分

H��
��分

大田市～美郷町間

H��
��分

H��
��分

大田市～三次市間

出典︓美郷町出典︓美郷町

出典︓道路統計年報出典︓道路統計年報

人口の伸び率

○ これまでの道路整備により、一定の効果が現れています

○ しかし、まだまだ道路整備は必要ですテーマ 2

現 状 と 課 題

訪れやすく、暮らしやすい島根の実現を目指します

地域の魅力・活力を高める道づくり

広域ネットワークを形成する道路網の整備や、地域課題を解決する道づくりを進めます

道 づ く り の テ ー マ と 施 策 テーマ　 2
地域の魅力・活力を高める道づくり
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■骨格幹線道路
　　高速道路・
　　
　　国　　道
　　県　　道　　
■  幹 線 道 路

■市役所・町村役場

■災害拠点病院

■空港

■重要港湾

凡　　例

地域高規格道路

道路の分類

骨格幹線道路
約�,���km

うち、県管理道路
約���km

全ての県管理道路
約�,���km

高速道路・直轄国道
約���km・約���km

※平成30年4月1日現在

生活関連道路
（その他区間）
約���km

幹線道路 生活関連道路

幹線道路
約���km

生活関連道路
（優先整備区間）
約���km

(主)安来木次線

(主)松江木次線

(一)安来インター線

(一)三刀屋木次インター線(一)三刀屋木次インター線

(一)木次直江停車場線

(主)宍道インター線(主)宍道インター線

(一)矢尾今市線

(一)出雲インター線
(主)出雲大社線

(主)湖陵掛合線
(一)出雲多伎インター線

(主)出雲三刀屋線

(主)川本波多線
(主)大田桜江線

(一)吉田掛合
       インター線

(一)斐川上島線
(主)松江島根線

(主)邑南飯南線(主)邑南飯南線

(主)大田桜江線

(主)仁摩邑南線

(主)浜田作木線(主)浜田作木線
(一)市木井原線(一)市木井原線

(一)波佐匹見線

(一)浅利渡津線

(主)仁摩邑南線

(一)浅利渡津線 (主)安来木次線

(主)掛合上阿井線(主)掛合上阿井線

(主)川本波多線

(一)美郷飯南線(一)美郷飯南線
(一)吉田掛合
       インター線

(一)皆井田江津線(一)皆井田江津線

(主)浜田八重可部線(主)浜田八重可部線

(一)波佐匹見線

(一)久城インター線

(一)石見空港飯田線(一)石見空港飯田線

(一)江津インター線
(一)下府江津線

(一)はまだリゾート線

(一)江津インター線
(一)下府江津線

(一)はまだリゾート線

(主)浜田美都線(主)浜田美都線
(一)浜田港インター線

(主)新南陽津和野線(主)新南陽津和野線

(一)柿木津和野
　   停車場線
(一)柿木津和野
　   停車場線

(一)久城インター線

(一)浜田港インター線

(主)松江木次線
奥出雲町

津和野町

西ノ島町
隠岐の島町

安来市

松江市

雲南市

出雲市

飯南町

美郷町

邑南町

川本町

吉賀町

知夫村

海士町 大田市

奥出雲町

津和野町

西ノ島町
隠岐の島町

安来市

松江市

雲南市

出雲市

飯南町

美郷町

邑南町

川本町

江津市江津市

浜田市浜田市

益田市益田市

吉賀町

知夫村

海士町 大田市

国道���号（美郷町） 国道���号（松江市）（主）出雲三刀屋線（雲南市）

（一）益田種三隅線（益田市） （都）出雲市駅前矢尾線（出雲市）

（都）中島染羽線（益田市） 道の駅「ごいせ仁摩」（大田市）（都）城山北公園線（松江市）

（都）神門通り線（出雲市） サイクリングルート
案内路面標示

交差点名標識 著名地点案内標識

骨格幹線道路の定義

バイパス整備現道拡幅 ４車線化

整備前 整備後

整備前 整備後

整備前 整備後

➀ 全国の高速道路網と一体となってネットワークを形成する国県道
➁ 県内外の都市間を連絡し、県内の道路網の骨格機能を有する国道
➂ ➀,➁が担っている路線の役割を代替・補完する主要な県道
➃ 隣接する市町村の中心部を連絡する主要な県道
➄ 市町村中心部とICを連絡する主要な県道

➀ 東西に縦貫し地域の連携を強化する主要な県道
➁ 各地域と生活圏中心都市を連絡する主要な県道等
➂ 広域的な観光ルートを形成する主要な県道

➀ 一定規模（概ね��戸以上）の集落から、幹線道路や市町村中心部を連絡する県道
➁ 幹線道路を補完しネットワークを形成する県道（交通量が比較的多い区間）

● 整備のイメージ

生活関連道路（優先整備区間）の定義

整備前 整備後

新道
旧道

新道
旧道

新たな課題の解決や社会情勢の変化に対応し、��～��年後の島根県を見据えた道路ネットワークについて検討します。

幹線道路の定義

施策 ２-１

● 骨格幹線道路の整備

● 安全で快適な道路空間の整備

● 人と車が共存する道路空間の整備 ● 観光客や外国人に優しい道路空間の整備

● 美しい街並みの形成

● 中長期的な道路整備に向けた検討

● 地域振興や防災等の拠点となる道の駅の整備

・高速道路整備によるストック効果を早期に全県に波及させるとともに、災害時や緊急時の輸送路として
  重要な役割を担う道路を『骨格幹線道路』に位置づけ、優先的に整備します

施策 ２-２ 住みよく、魅力あふれる地域づくりを支援する道路の整備
・地域の魅力・活力向上や小さな拠点づくりなど地域の課題解決に寄与する道路や、生活に密着する道路について、
  効率的・効果的に誰もが安全・快適に利用できる道路空間の構築に努めます

・コンパクトなまちづくりや、歴史文化・景観などの地域資源を活かした魅力あるまちづくりと連携しながら、
  道路事業を進めます

・地域住民はもとより、観光客や外国人にとっても魅力的で多機能な拠点となる道の駅や、多様な方々が目的地まで
  スムーズに移動できるよう、わかりやすい案内表示の整備を進めます

高速道路と一体となり県土を支える骨格幹線道路ネットワークの整備

道 づ く り の テ ー マ と 施 策

○ 目指す��年後の姿
 指標名 目　標（R６）  目　標（R��）

 

 骨格幹線道路の改良率
 幹線道路・生活関連道路（優先整備区間）の改良率
※1　年度当初の実績値　
※2　改良率とは、対象となる道路のうち車道幅員5.5m（2車線）以上の割合
※3　1.5車線的改良済み区間を含む

テーマ　 2
地域の魅力・活力を高める道づくり
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県央県土整備事務所
��,���箇所（��%）

益田県土整備事務所
�,���箇所（�%）

浜田県土整備事務所
��,���箇所（��%）

雲南県土整備事務所
�,���箇所（�%）

出雲県土整備事務所
�,���箇所（��%）

広瀬土木事業所
���箇所（�%）

仁多土木事業所
�,���箇所（�%）

大田事業所
�,���箇所（�%）

島前事業部
���箇所（�%）

隠岐支庁県土整備局
���箇所（�%）

津和野土木事業所
��,���箇所（��%）

松江県土整備事務所
���箇所（�%）

県央県土整備事務所
��,���箇所（��%）

益田県土整備事務所
�,���箇所（�%）

浜田県土整備事務所
��,���箇所（��%）

雲南県土整備事務所
�,���箇所（�%）

出雲県土整備事務所
�,���箇所（��%）

広瀬土木事業所
���箇所（�%）

仁多土木事業所
�,���箇所（�%）

大田事業所
�,���箇所（�%）

島前事業部
���箇所（�%）

隠岐支庁県土整備局
���箇所（�%）

津和野土木事業所
��,���箇所（��%）

松江県土整備事務所
���箇所（�%）

�%

��%

���%

H�� H��

���

���

���

��

��%

��%

��%

��%

対策済橋梁 未対策橋梁

（主）松江鹿島美保関線
　小女良橋（松江市）

（－）松江しんじ湖温泉停車場線（松江市）

防災性・景観が向上

まだまだ残る要対策橋梁

橋梁の耐震補強事例

 各県土整備事務所の落石処理件数（H��～H��）

（－）別府川本線（川本町） （主）弥栄旭インター線（浜田市） 国道���号　堀越橋（益田市）

 コンクリート巻き立て工法

 水平力分担構造

 落橋防止構造

年間約��,���箇所で落石発生 特に県西部で落石頻度が高い

安全で快適な通行空間を確保
地震時の安全な通行を確保

道路上の落石が低減

落石防護柵落石防護網パトレポしまね

※H25緊急輸送道路ネットワーク上の
　対象橋梁数

 

コンクリートを
巻き立てて補強

橋 脚

 落石の捕捉事例

 県管理道路における年度別落石処理件数

 橋梁の耐震補強の進捗状況

補強前 補強後

・平成��年�月、国道���号が法面崩壊によって��日間にわたり全面通行止めとなりました
・この間、路線バスが運休し、江津市内の高校に通学する生徒は市の借り上げバス

により通学しました
・浜田道・山陰道を経由する大幅な迂回を余儀なくされ、通常所要時間��分程度の

ところが��分程度となり、日常生活に大きな影響を与えました

整備前

整備後

邑南町邑南町

江津市江津市

浜田市浜田市 旭 IC旭 IC

浜田 IC浜田 IC

江津 IC江津 IC

浜田道

法面崩落のため
全面通行止め

大幅な迂回が必要に

法面崩落のため
全面通行止め

大幅な迂回が必要に
41

329

江津市街地

川戸バス停
（旧川戸駅）

江津市街地

川戸バス停
（旧川戸駅）

主げた

橋 台

主げた

橋 台

支承

桁と橋台を連結して
落橋を防止

耐震対策対象橋梁数：���

● 豪雨等による道路災害の事例（国道���号）

国道���号（江津市）

支承の機能を補完
する装置を追加

○ これまでの取り組みにより、災害に強い道づくりを進めてきました

○ しかし、地形・県土特性により、道路への落石は日常的に発生しています

○ 地震や豪雨など頻発化・激甚化する自然災害に備えが必要です

施策 ３-１
頻発化・激甚化する自然災害に備え、県民がいつまでも安心して暮らし続けられる
地域を目指します

● 道路の異常に関する通報手段の拡充 ● 落石対策

● 橋梁の耐震補強 ● 市街地の無電柱化

現 状 と 課 題

落石や斜面崩落に対する道路防災対策の推進
・道路斜面からの落石や道路法面の崩落等を未然に防ぐため、斜面の監視を強化します
・道路利用者から落石等の異常に関する情報（現場写真・位置情報）を広く得られるようスマートフォンを用いた
  通報アプリケーション「パトレポしまね」を推進します

・必要性・緊急性に応じて計画的に対策を講じます

施策 ３-２ 災害時に人・物資の輸送を安全に行うための道路防災対策の推進
・地震時の安全な通行を確保するため、主要路線にある橋梁の耐震対策を進めます
・強風や地震時における電柱倒壊による通行不能を避けるため、無電柱化を進めます

災害に強く、安心な地域を支える道づくり

災害に強く、強靭な県土づくりに寄与する道づくりを進めます

3テーマ

○ 目指す��年後の姿

緊急輸送道路の落石等通行危険箇所整備率
 指標名  現　状（R１） 目　標（R６）  目　標（R��）

緊急輸送道路の橋梁耐震化率

道 づ く り の テ ー マ と 施 策 テーマ　 3
災害に強く、安心な地域を支える道づくり
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4

措置前 措置後

地域を支えるため、道路の維持管理は重要です

建設後��年以上の施設の割合

橋梁　鋼桁の再塗装

施設を長持ちさせ、
維持管理コストを縮減

県が管理する施設の数

施設の老朽化の状況

橋梁点検

トンネル点検

橋梁　鋼桁の腐食

施設の耐用年数は一般的に��年が目安
今後、大規模修繕に必要な費用が増加する見込み 橋梁　橋脚のひび割れ

トンネル　ひび割れ 舗装　ひび割れ

舗装　ひび割れ橋梁　床版鉄筋の腐食

診断の区分

点検の様子施設の劣化状態と修繕のイメージ

維持管理費用のイメージ

措置の事例

施設の老朽化が急速に進行!

○は補修を示す

維
持
管
理
費

経過年

高

低

健
全
度

経過年

良

悪

●予防保全型
　状態が悪くなる前に予防的に補修を実施

●事後保全型
　状態が著しく悪くなってから補修を実施

●予防保全型
　比較的小規模の補修のため、一度にかかる費用が安い

●事後保全型
　損傷がひどいため、一度の補修に費用がかかる

コスト縮減

道 路

橋 梁

トンネル

施設名

附属物

�,���km

�,���橋

���本

管理数 備　　考

��,���基

国道���km、県道�,���km

橋梁�,���橋、横断歩道橋��橋　

トンネル���本、洞門��本

案内標識��,���基、照明灯�,���基

（H��.�.��現在）

区分（健全度） 状　　　態

Ⅲ

Ⅳ

Ⅱ

Ⅰ

早期措置段階

緊急措置段階

予防保全段階

健全

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を
講ずべき状態

構造物の機能に支障が生じている、または生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

多少の損傷は見られるが、構造物の機能に支障が生じて
おらず、もう�年間経過観察することが望ましい状態

構造物の機能に支障が生じていない状態

平成��年�月

��年後

��年後

橋梁
（全数：�,���橋）

トンネル
（全数：���本）

措置措置

点検点検

診断診断記録記録

日頃の維持管理がされているから、
当たり前に道路を使えているんだね

穴があいている 清掃が必要

木が倒れていて通れない

��
（�％）

�,���
（��％）

�,���
（��％）

��
（��％）

��
（��％）

���
（��％）

○ 道路施設の老朽化が、今後急速に進んでいきます

○ 安全で快適な道路空間を保つため、日々、維持管理を行っています

● 除  草 ● 除  雪 ● 路面清掃

施策 ４-１
地域・ひと・いのちを支える社会インフラを、良好な状態で将来に引き継ぐ必要があります

● 道路のメンテナンスサイクル

● 道路パトロール

現 状 と 課 題

インフラ老朽化対策の推進
・橋梁・トンネル等の道路施設について、定期的な点検と早期修繕に努め、維持管理費用の縮減と長寿命化を図ります

施策 ４-２ 道路の日常的な維持管理の充実と効率化
・日々の道路パトロール等による異常の早期発見・措置や、路面清掃、除草、除雪等を行い、良好な道路環境の
  保全に努めます

・除雪作業の効率化を図るため、異なる道路管理者（国、県及び市町村）間において、除雪機械の相互乗り入れを
  行います

地域を支えるインフラを未来につなぐ道づくり

道 づ く り の テ ー マ と 施 策 テーマ　 4
地域を支えるインフラを未来につなぐ道づくり

安全で快適な道路環境を維持するため、道路施設の適正な維持管理に努めます

4テーマ

○ 目指す��年後の姿

定期点検により、診断の区分を健全度Ⅲとした橋梁の修繕率
 指標名  現　状（R１）

※　年度当初の実績値（道路管理瑕疵（穴ぼこ）による事故発生件数はH30年度の実績値）

※ 目　標（R６）  目　標（R��）

道路管理瑕疵（穴ぼこ）による事故発生件数  
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4
整備前 整備後交通事故発生件数と死者数（H��）

通学路の連絡会議（上）、合同点検（下）の様子

緊急点検の様子

サインとカラー舗装で
自転車と歩行者を分離

車両の進入を防止

危険な通学路の状況

無電柱化との組み合わせにより安全な通行空間を確保

（主）斐川一畑大社線（出雲市）

（一）出雲平田線（出雲市）

事故発生件数は減少傾向 歩行者・自転車の事故は死亡事故に繋がりやすい

（一）美濃地石見横田停車場線（益田市） 国道���号（安来市）

国道���号（出雲市）

（一）池田中町線（隠岐の島町）（主）玉湯吾妻山線（奥出雲町）

（都）城山北公園線（松江市）

※R1.10月末時点

平成��年より各市町村で通学路の連絡会議を毎年実施し、危険箇所の確認や対策内容の検討を行っています。

県内の交通事故発生件数

人口と歩行者・自転車の死傷者割合の比較

通学路交通安全プログラム実施状況（県）

出典︓島根県警察本部（交通年鑑） 出典︓島根県警察本部（交通年鑑）

■児童・生徒を守る安全対策
・平成��年に登下校中の児童が死傷する事故が全国で相次いで発生したことを受け、

■園児を守る安全対策
・令和元年�月に滋賀県大津市で発生した保育園児ら��人の死傷事故を受け、緊急安
全点検を実施しました

・県管理道路で「要対策」と判定された��箇所について、今後対策を講じる必要が
あります

人口割合に対し、��歳以下の
事故死傷者割合が高い

車両の通行幅を狭め、カラー舗装を行う等
車両速度を抑制し、安全な歩行空間を確保

連絡会議等の推進体制連絡会議等の推進体制
・教育委員会　・学校　・ＰＴＡ　・警察
・道路管理者　・自治会代表者　等

・ＰＤＣＡサイクルの実施方針　等

通学路交通安全
プログラム等の策定

Ｐｌａｎ
〇合同点検の実施
〇対策の検討

Ｐｌａｎ
〇合同点検の実施
〇対策の検討

Ｄｏ
〇対策の実施

Ｃｈｅｃｋ
〇対策効果の把握

Ａｃｔｉｏｎ
〇対策の改善・充実

Ｄｏ
〇対策の実施

Ｃｈｅｃｋ
〇対策効果の把握

Ａｃｔｉｏｎ
〇対策の改善・充実

通学路交通安全
プログラム等の策定

出典︓島根県警察本部（交通年鑑）、島根県推計人口年報

「通学路交通安全プログラム」　に基づく、点検・安全対策を実施しています※

※市町村毎に策定する、持続的な通学路の安全確保を
　図るための基本的方針

H�� H�� H�� H�� H��
歩行者 自転車 その他

�,��� �,��� �,���
��� ���

���
���

���
���

���
���

���
���

���
���

0

400

800

1,200

1,600
(件)

発生件数 死者数
歩行者 自転車 その他

���

���
���

��

�

�

0%

40%

20%

60%

80%

100% �,���件 ��人

約２割
約５割

18歳以下 19~64歳 65歳以上 不明
�% ��% ��% ��% ��% ���%

歩行者・自転車の
年代別死傷者数

島根県人口 ��%
���,���

��%
��

��%
��

��%
��

�%
�

��%
���,���

��%
���,���

�%
�,���

実施済 実施中 未実施

実施済
���箇所
��％

実施中
��箇所
��％

未実施
��箇所
��％

未実施
��箇所
��％

○ 歩行者や自転車が巻き込まれる事故は後を絶ちません

○ 園児・児童・生徒を交通事故から守る、安全対策が必要です

施策 ５-１
日常生活における事故から県民を守り、安全・安心な暮らしの確保を目指します

● 歩道の整備 ● 防護柵設置

● カラー舗装● 歩車共存道の整備

● 関係機関との連携

現 状 と 課 題

交通安全対策の推進
・歩行者や自転車利用者の安全な通行空間を確保するため、必要な対策を講じます
・対策にあたっては、歩道等の整備に特化せず、既設の歩道や交差点部に対し防護柵の設置やカラー舗装など、
  既存の道路空間を有効活用し、早期に効果を発現できる手法も検討します

・通学路・駅・公共施設周辺のコミュニティ道路や一定の交通量（自動車・歩行者・自転車）がある区間を優先して
  整備することとし、警察や教育委員会、地元住民と連携しながら対策を進めます

歩行者・自転車等の安全性を高める道づくり

道 づ く り の テ ー マ と 施 策

県民を交通事故から守るため、安全に通行できる道路空間づくりを進めます

5テーマ

○ 目指す��年後の姿
 指標名  現　状（R１） 目　標（R６）  目　標（R��）

通学路交通安全プログラムの歩道整備箇所
（H��.�.��時点）の整備率

 

テーマ　 5
歩行者・自転車等の安全性を高める道づくり
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5

対策例：除去工 対策例：落石防護網工 対策例：ロープ掛工

C集落

A集落

B集落

�.�車線的改良整備区間

待避所設置突角せん除 �車線改良

�車線改良

 ■従来施工

 第１段階施工におけるコスト縮減のイメージ

 ■段階施工 緊急対策 第１段階施工 第２段階施工

急カーブを緩和急カーブを緩和

��,���箇所
��.�%

�,���箇所
�.�%

��,���箇所
��.�%

0~10cm

30cm以上
10~30cm

石の大きさ

※H24～H30
既設構造物（用地内）に設置する落石防護柵 路肩部（用地内）に設置する落石防護柵

（－）三次江津線（江津市） （主）境美保関線（松江市） 直営点検の様子 健全度判定会の様子

�.�車線的改良とは？
　地域の地形や道路の利用状況等を考慮し、待避所の設置や突角せん除などの改良や、１車線・２車線を適度に組み合わせ、
早期に通行の安全や一定の走行速度を確保できる道路改良手法

整備前 整備後 除草前 除草後

突角せん除

（主）浜田美都線（浜田市）

１車線改良

（－）三刀屋佐田線（出雲市）

待避所設置

（－）一の瀬折居線（浜田市）

整備前

整備後

整備前

整備後

整備前

整備後

落石の大きさ別処理箇所数

安全度 � ��� 安全度 � ���

緊急対策を実施
第２段階で対応

第１段階で対応

斜面上にある全ての落石源に
対し、短期間に対策を実施

極めて不安定な状態にある
落石源に緊急対策を実施

落石の発生頻度が高い��cm未満の
発生源を優先した対策（第１段階）を
実施し、県全体の安全度を底上げ

発生頻度が稀な発生源（第２段階）
へと段階的な対策を実施

現地で判定した橋梁について、
判定のばらつきが出ないよう、
判定会の参加者全員で判断を
行っています。

全体の約��％が��cm未満

創意工夫により、効果的な道づくりを進めます

道 づ く り へ の 取 り 組 み 姿 勢

● 側溝の蓋掛け ● 支障枝葉の伐採・除草

・道路の目的や地域特性に応じ、既存施設の有効活用を基本に様々な整備手法を組み合わせることにより、
  効率的・効果的な道路整備に取り組みます

道路改良の場合

・これまでは斜面にある全ての落石源を対策してきたため、１箇所あたりの費用が大きくなり、県全体としての進捗が遅れ、 
  多くの要対策箇所を長年放置する結果となっていました

・今後は、「段階施工」により、落石頻度の高い��cm未満の発生源を優先的に対策し、県全体の安定度を早期に
  底上げします

・第� 段階施工では、状況に応じコスト縮減を図った工法も組み合わせ実施します

落石対策の場合 

・職員の技術力向上に繋げるため、職員自らで橋梁点検を実施します

橋梁点検の場合

1
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道 づ く り へ の 取 り 組 み 姿 勢5

（都）出雲市駅前矢尾線（出雲市） 道の駅本庄（松江市）

よりオープンな道路行政を進めます2

・道路の開通予定や、災害・通行止めに関する情報発信のほか、道路整備の必要性・整備による効果のPRなど、
  広報の充実を図っていきます

道づくりに関する広報活動

（都）神門通り線（出雲市）新大橋架替事業（松江市）松江北道路（松江市）

・事業実施にあたっては、地元住民や沿線事業者等と合意形成を図りながら、道路事業を進めていきます

地元住民等との協働による道路計画の検討

● 計画策定前の意見聴取 ● 景観検討 ● ワークショップ

県が管理する道路や河川、公園などにおける
清掃ボランティア団体の活動を支援

行政・地元・高校生が協力し、高校生が大切に育てた花をフラワーポットに植える
活動や、高校生が製作した机や椅子を使った道の駅のリニューアルを実施

・快適な道路環境をつくるため、地域による活動への支援や、行政と地域による協働を推進します

行政と地域の協働による保全活動

● フラワーポット大作戦・道の駅のリニューアル● ハートフルしまね

● 開通情報の公表

● HP での情報発信（路面状況） ● Twitter による情報発信

● 広報パンフレットの発行

● しまね出前講座 ● 県外イベントでの PR

・民間団体と連携し、道路インフラを活用した観光による地域振興や、ＳＮＳを通じた情報発信、イベントでの
  道路に関する広報などに取り組んでいきます

官民一体となった広報活動

● 秋の交通安全キャンペーン● インフラツーリズム ● 道の駅 島根県（facebook）
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● HP での情報発信（規制情報）

● 道路情報を掲載した広報誌 ● 走りやすさを示したドライブマップ

● 地域住民や児童・生徒向けの現場見学会 ● 地元説明会

- 26 -- 25 -



道 づ く り へ の 取 り 組 み 姿 勢5

ひび割れの
自動検出

橋梁点検におけるコンクリートのひび割れ検知システムの導入
を検討しています。AIによるひび割れ抽出が実現すれば、写真
やスケッチから手作業で作図・数量算出を行っていた従来の
方法と比較して、作業時間の大幅な短縮が期待されます。

ひび割れ点検支援
システム

（AI学習分析）

a)撮影画像 b)自動検出画像
撮影
画像

処理
結果

● 橋梁点検の効率化の例

落石源にセンサーを取り付け、さらに定点カメラを設置し、
石の挙動データを収集→回収する手法を検討しています。実現
すれば、点検の省力化や定量的な診断等の効果が期待されます。

定点カメラ傾斜センサー

巡回車

データ回収装置

● 定期点検の効率化の例

車両に搭載したモバイル端末から得られる、映像や位置・挙動
などのデータを、落下物の自動認識や路面状況の把握などに
活用できないか検証しています。実現すれば、パトロールや
維持管理の効率化・簡便化が期待されます。

車内の
イメージ

● 維持管理の高度化の例

自動運転システムに、例えば路面に敷設する電磁誘導線を認識
するシステムなどを加えることにより、線形の悪い中山間地域
の道路における安全性の強化が期待されます。

● 自動運転と道路空間の連携の例

・維持管理の効率化や、中山間地域における交通・物流確保など地域課題の解決に向け、ICTやAIなど
  新たな技術の利活用を検討します

新たな技術の利活用

新たな技術の利活用に取り組みます4

道路上の落石や舗装の陥没、護岸の決壊など道と川の異常を
発見した際の通報手段として、スマートフォンを用いた通報
アプリケーション「パトレポしまね」を運用しています。

● 異常通報アプリ パトレポしまね

● 維持管理の効率化の例

道路パトロールの記録や日報作成を自動化するスマートフォン
アプリなどにより、現場やパトロール後の作業負担を軽減し、
効率的な巡回が可能になるよう検討しています。

!!

クラウド
事務所・事業所

事務処理の簡略化・合理化

出 発 帰 着

報 告

報告・日報作成
・集計表作成
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● 親子で土木体験学習
      （「土木の日」記念イベント）

● ICT 土工研修

道づくりに携わる人づくりを進めます3

・道づくりに対するやりがいや興味を持ってもらうため、体験学習や就職説明会などに取り組み、 今後を担う人材の  
  確保・育成を推進します

人材の確保・育成

・ICT建機の活用など、生産性が高く魅力ある建設現場を目指す
  取り組みを推進します

魅力ある建設現場の創出

● 小学生の現場見学会 ● 高校生の現場見学会 

● ICT 建機による施工 

● 中学生の一日体験入学 

● 建設産業の合同企業説明会 

      （カレンダーの作成）      （就職イベントへの参加）
● 建設産業イメージアップ女子会の活動
    

● 除雪機械の
      運転資格取得支援・技術講習

● 建設業の仕事を PR するマンガ
      （松江高専と共同で作成）

 （夏休み！親子 DIY 講座）
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3Dデータ等により
自動制御
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参考資料　島根の『つなぐ道プラン ����』策定の経緯

策定までの流れ

島根県道路懇談会　委員名簿

　「島根の『つなぐ道プラン����』」は、幅広い道路利用者の皆様からのご意見を参考とするため、
パブリックコメントを実施したほか、各界の有識者から構成する島根県道路懇談会を設置し、道路
を取り巻く現状や各種の課題をはじめ、今後の道路事業の進め方などについて３回にわたる審議
にてご意見・ご提案をいただき策定しました。
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委  員  氏  名 団　体　役　職　等

淺田　純作

安部　寿鶴子

大谷　厚郎

賀戸　ひとみ

西藤　真一

三瓶　裕美

松村　健次

備　考

座　長独立行政法人国立高等専門学校機構　松江工業高等専門学校　教授

道の駅本庄企業組合　専務理事（店長）

平田商工会議所　会頭

島根県連合婦人会　副会長

公立大学法人島根県立大学　准教授

つちのと舎　一般社団法人しまね協力隊ネットワーク　代表

株式会社山陰中央新報社　論説委員会　論説副委員長

項　　目 日　　時 概　　要

第�回島根県道路懇談会 令和元年��月��日

第３回島根県道路懇談会 令和�年�月�日

これまでの道路整備の歩みについて
島根県の特性について
道路整備における現状・課題について
これからの道路整備の方向性について▽

▽
▽

▽

パブリックコメントの結果について
島根の『つなぐ道プラン����』（案）について▽

▽

第２回島根県道路懇談会
（書面開催）

令和�年�月�日 島根の『つなぐ道プラン����』（素案）について▽

 令和�年�月��日 島根の『つなぐ道プラン����』策定▽

パブリックコメント 令和�年�月��日
　　　　～�月��日

島根の『つなぐ道プラン����』（素案）に対する意見募集▽

（五十音順、敬称略）

道路に関する相談窓口

道路に関する情報

■高速道路（有料区間）に関すること

道や川の異常を発見したら「パトレポ」しまねを使ってスマートフォンから写真や
位置情報を送ってください。あなたからの情報が、道と川の安全につながります。

NEXCO西日本「お客様センター」 TEL： ����-������
��-����-����

■高速道路（無料区間）・国道 � 号、�� 号、��� 号（直轄区間）に関すること

■県の管理する道路（国道 � 号、�� 号、��� 号（直轄区間）以外の国道・県道）に関すること

国土交通省中国地方整備局「道の相談室」 TEL ： ���-���-����

区域 窓口 電話番号
松江市 松江県土整備事務所 ����-��-����
安来市 広瀬土木事業所 ����-��-����
雲南市・飯南町 雲南県土整備事務所 ����-��-����
奥出雲町 仁多土木事業所 ����-��-����
出雲市 出雲県土整備事務所 ����-��-����
川本町・美郷町・邑南町 県央県土整備事務所 ����-��-����
大田市 大田事業所 ����-��-����
江津市・浜田市 浜田県土整備事務所 ����-��-����
益田市 益田県土整備事務所 ����-��-����
津和野町・吉賀町 津和野土木事業所 ����-��-����
隠岐の島町 隠岐支庁県土整備局 �����-�-����
海士町・西ノ島町・知夫村 島前事業部 �����-�-����

落石等異常通報アプリ「パトレポしまね」

国道・県道の通行規制情報をホームページで
お知らせしています。
https://info.bousai-shimane.jp/RoadShimane/

島根県 道路規制情報

道路規制情報を携帯・スマホに配信します。
下記アドレスに空メールを送ってください。
registe@bousai-shimane.jp

しまね防災メール

Twitterにより県管理道路の全面通行止め情報
を発信しています。

「島根県道路維持課」で検索してください。

島根県道路情報Twitter

積雪等の道路状況を確認できます。
http://www.roadi.pref.shimane.jp/

島根県 道路カメラ情報

スマートフォン用  携帯電話用

R
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